
■上野のげんばから■ 
福祉事務所のケースワーカーX さんから，お電話をいただきました。 

・ 男性のＡさん（8０代）は、70 代まで飲食店を経営していましたが、現在は無職で、年金を受給

しながら老人ホームに入居しています。 

・ Ａさんの配偶者はすでに亡くなっていて、A さんに子どもはいません。 

・ 老人ホームの職員さんの話では、A さんには認知機能の低下が認められるようです。 

・ また、同じ老人ホームの職員さんの話では、以前、信用保証協会の職員を名乗る人物が何回か訪

ねてきてA さんとの面会を求めたことがあったそうです。その人物は、「債務承認書に署名押印

をしてもらいたい。」と述べていたとのことです。 

・ 老人ホームの職員は、これまでのところ、その人物を A さんに会わせていませんが、今後もこ

のままでよいのか、Xさんに相談してきました。 

・ Xさんは、法律に詳しい専門家の意見を参考にできないかと考えて、とりあえずホットラインを

利用してみることにしました。 

「債務承認書」とは、お金を借りた人（債務者）がお金を貸した人（債権者）に対し、お金を返す

義務（債務）があることを認めて署名・押印する書面のことです。債務者がこの文書に署名押印する

と、もし債務の消滅時効期間が経過して消滅時効が完成していたとしても、消滅時効の効果を主張

できなくなってしまいます。 

ところで、Ａさんがもし債務承認書に署名押印したらどうなってしまうのでしょうか？ 

Ａさんが認知機能の低下のために、自分が署名押印することによって消滅時効の効果を主張でき

なくなることを理解していなかったことを証明できるなら、債務承認の意思表示の無効を主張して

争うこともできます。もっとも、最初から債務承認書に署名押印しなければ、そんな面倒なことにな

らずに済むはずです。 

Ａさんの場合、認知症による判断能力の低下がどの程度か分かりませんが、もし医師の診断の結

果、例えば常に物事を判断する能力を欠いている（後見相当）と判定されたときは、Ａさんに代わっ

て契約等を行う法定代理人（成年後見人）を家庭裁判所に選任してもらう手続（後見開始の審判申立

て）をとることができます。 

もし、Ａさんが、他にも法的な問題を抱えている場合には、成年後見人の選任を検討した方がよい

かもしれません。 

Ｘさんは、ホットラインを利用した後、「今後も同じような問題があるかもしれないし、Ａさんに

も成年後見人が選任されていたら安心なのではないかしら。」と考えて、相談してきた老人ホームの

職員さんには、Ａさんのことで弁護士に一度相談してみるようすすめてみることにしました。 

似たようなケースでお困りのときは、ぜひホットラインをご利用いただければと思います。 

              ＜このお話は実例を参考にしたフィクションです。＞ 

 

■ホットラインご利用のご案内■ 
 

当事務所では常勤弁護士が福祉
．．

・医療
．．．

関係のお仕事をされている方々に
．．．．．．．．．．．．．．．

１電話

情報提供サービスを行っています。ご本人を支援する方でお悩み２がありました

ら、ぜひご利用ください（ご担当ケースにおけるご本人のお名前等をお話いた

だく必要はありませんので、まずはお気軽にお問い合わせください）。 

 

➢ ご利用時間帯  平日 10:00～17:00 

➢ お問合せ先電話番号 ０５０－３３８３－０２０２ 

➢ よくあるお問合せ 成年後見制度、相続・遺言、債務整理、生活困窮、離婚、賃

      貸借トラブル、消費者被害、法テラス利用方法など３ 

 
１ ご本人（被支援者様）からの直接のご相談につきましては、法テラス地方事務所にてご予約を承ります。

お近くの法テラス地方事務所をお探しの場合は https://www.houterasu.or.jp/chihoujimusho/をご参照く

ださい。 
２ 最終的にはご本人のために、そのお悩みについて解決の道筋をつけることが目的です。支援者様や支援者

様が所属する機関・団体の法務につきましては対応できませんので、予めご了承ください。 
３ ここに掲げたもの以外のお悩みでも、ご遠慮なくお問い合わせください。 

https://www.houterasu.or.jp/chihoujimusho/

